
 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

－ 「 挑 戦 」 － 
校長 岩間 健一  

 
新年おめでとうございます。皆様には、健やかに令和２年の新春をお迎えのこととお喜び申

し上げます。 
年も改まり、３年生は間もなく高校入試の時期を迎えます。毎年新しい年を迎えるにあたり、

人は過ぎ去った一年を振り返り、何かしらの誓いや目標を新たにするものです。今年はどのよ
うな誓いや目標を立てたことでしょう。昨年までと全く同じでは、進歩はありません。何かし
ら新しいことに取り組んでみる。何かひとつでもいいから新しいことに挑戦してみる。そこか
ら、現状を変えたり、進歩することがはじまるのだと思います。 
脳科学者の茂木健一郎氏は、著書「挑戦する脳」の中で、「人の脳は新しいことに挑戦する

ようにできている。人の脳の中には、自分のできないことに挑戦したいという抑えがたい本能
のようなものがある。」と述べています。誰でも子ども時代を振り返れば、それは未知なるこ
とへの挑戦の毎日で、新たなことを知ることが日々の喜びであったと思います。そして、抑え
がたい未知なることへの挑戦という本能があるからこそ、人は大きな環境の変化の中を生き抜
き、ここまで文明を発展させてきたのでしょう。ここで言う「挑戦」とは、何かの資格試験を
受けるというような与えられた枠内での挑戦ではなく、もっと既成の枠を越えた新たな世界へ
の挑戦を意味します。人の脳は、新しいことに挑戦し、達成したときに喜びを感じるようにで
きているのです。 
茂木氏は、著書でこうも述べています。「人間はなぜ、挑戦を重ねずにはいられないのだろ

う？その理由は、端的に言えば「新しい風景」を見たいからということに尽きるのではないか
と思う。私たちはこの世界に生まれ落ち、最初はさまざまを新鮮に受け止めているけれども、
やがてそれらの強い印象も低下していく。脳の中の神経細胞は、何度も同じ刺激を提示される
と、次第に「馴化（じゅんか）」が起こり、活動レベルが低下してしまう。一度目が一番大き
く活動する。二度目、三度目と同じ刺激を提示されると一度目ほどの活動を見せない。だから、
オープン・エンドで学び続けるという脳の潜在能力を発揮するためには「新しい風景」の中に
身を置き続けなければならない。挑戦することで私たちは世界の新しい切り口を見いだす。そ
のことで生命自体が更新されるのだ。かのアルベルト・アインシュタインが「感動するのを忘
れた人は、生きていないのと同じである」という趣旨の発言をしているのは、このような生命
の更新原理に関わるのであろう。」 
私自身、「新しい風景」を求め、「挑戦」する一年としたいと思っています。 
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【特色ある学校づくり宣言】本校は、「さわやかな挨拶・心に響く合唱・地域に根ざす学校」を目指します。 

所沢市立所沢中学校 学校だより 

所中だより 
令和２年１月８日 第９号 

学校教育目標 

＜自主的な生徒＞ 

心豊かな生徒（感謝） 

自ら学ぶ生徒（挑戦） 

たくましい生徒（忍耐） 

校長 岩 間 健 一 

 

１学年 職場体験学習 

１２月１０～１２日、地域の７８事
業所にお世話になり、１年生が３日間
の職場体験学習を行いました。働くこ
との意義と責任等を、体験を通して学
びました。お世話になった事業所の皆
様、ありがとうございました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

  

１月の主な行事予定 

この紙が不要になりましたら「雑がみ」としてお出しください。「雑がみ」は貴重な資源です。 雑がみ 

☆ 「所中だより」は、本校の教育活動の情報提供手段として、月１回を目途に発行しております。 
生徒の活躍や成果など、氏名・写真を載せて紹介していきます。個人情報として氏名や写真を掲載し
てほしくない方は、あらかじめ担任等を通じてお申し出ください。 

☆「所中だより」や「学校発文書」等が、所沢中ホームページでご覧いただけます。 

 

 1 月  

～７日（火） 冬季休業日 

８日（水） ３学期始業式（３時間授業） 

 ９日（木） 木曜日課、給食開始 

☆県立特別支援高等学校職業科出願（１／９,１0） 

１０日（金） 安全点検日、給食費等引落、都内私立出願 

地域ぐるみの挨拶運動、PTA 新年会(18:30) 

１３日（月） 成人の日 

１４日（火） 学年朝会、1・2 年生二者相談(5 時間授業) 

※14・15・17・22・23 日で二者相談実施 

１６日（木） 木曜日課、専門委員会、PTA 本部会（19：00～） 

   

２２日（水） 1・2 年生所沢市中学生学力調査（５時間） 

         私立高校入試中心日(3 年生：２時間、給食なし) 

       ☆県立特別支援高等学校職業科入試（１／22・23）  

２３日（木） 木曜日課、私立高校入試中心日(3 年生：２時間、給食

なし) 、小学校（所沢小・明峰小）への出前授業     

２４日（金） ８組５時間（ふれあい作品展搬入） 

※ふれあい作品展（市役所1Ｆロビー）～2／１（金)まで 

２６日（日） 第３回英語検定試験１次試験会場 

２８日（火） 生徒会朝会 

２９日（水） ☆県立特別支援高等学校職業科入試発表 

３０日（木） 木曜日課 

 

（※最終下校時刻 １/８～ 5:00 ～１月末） 

 

 

・吹奏楽部 第４３回埼玉県アンサンブルコンテスト 

金管八重奏 地区大会 金賞  
山田 涼乃（２年）、三森 愛香（２年）、小原 唯那（２年） 
柳内 美香（２年）、増田 葵衣（２年）、浦山 夏葵（２年） 
生居澤 悠音（２年）、角井 真歩（１年）         

木管八重奏 地区大会 金賞（県大会出場） 県大会 銅賞  

小布施 舞（２年）、三村 桃子（２年）、吉見 音葉（２年） 
福澤 結凪（２年）、角井 愛梨（２年）、野島 清夏（２年） 
小澤 葉月（２年）、市川 葵（２年） 

・令和元年度埼玉県小中学校音楽会 西部南地区大会 優秀賞  中央大会 優秀賞 ３年１組 

・令和元年度「税の標語」所沢間税会 佳作  
  久木田 妃和（３年）   税金は 未来を守る 宝物 

・令和元年度 埼玉県歯・口の健康啓発標語コンクール 県入賞 
  峰島 和希（１年）   白い歯で 未来のわたしに プレゼント 
  橋本 真衣（１年）   「おいしいね！」  楽しい食卓 歯に感謝 
・埼玉県カデット強化卓球大会 中学校 1年女子シングルス 優勝  谷津 琴音（1年） 

・第３６回狭山市女子ソフトボール選手権  第３位 

１学年＆８組 

かんなかけ体験 

１２月、埼玉土建所
沢支部の大工さんに
ご指導いただき、１学
年全学級と８組が技
術科の授業の中で、
「かんなかけ」や「の
こぎり引き」の体験実
習を行いました。 

１２月１９日（木）、ゴールボールの
安達 阿記子 選手に来校いただき、ご講
演をいただきました。安達選手は所沢市
在住で、３大会連続してパラリンピック
に出場し、ロンドンパラリンピックでは
金メダルを獲得している方です。 
当日は、「夢に向かって」という演題

で、視覚障害やご自身の歩んでこられた
道、パラリンピック等について、事実に
基づいた心に響くお話をいただきまし
た。「夢は思い続け、言葉に出し、あきらめ
ず行動し続けることによって 
必ず実現できる」等、生き方 
についても考えを深めるた 
くさんの力強いお言葉やお 
話しをいただきました。 

人権講演会 


